
津 軽 考 占 学 会 

会長 秋 元 省 三 

五所川原 の 草創 ⑧ 

津軽藩では、五所川原地方を開墾すれ‘ボノいなくとも 

4.500石の増収となるとみていたのである。 

けれども、これを個人にやらせたので1土今までの経

過からしても到底できつこないから、落の力でやらな

ければならないと決心したのである。 そこでこの地方

に移住して開墾する者には 

①家を建てる材料は無半巨鱗合与すろ。 

② 3 年「l」】食う飯米を給与する。 

③農具もただでくれる。 

④ 5年なり10年なり年貢をとらない。 

等々の優遇方法で移民を募集して奨励した。 

藩では、須藤惣左工門、岡文左工門に計画をたてさ

せ、竹森弥太夫、原田勘太夫の監督で鳴海勘兵衛が派

立頭となつて、藩の直営工事として寛文 5 年（今か

ら299年前） 五所川原新田開拓に着手した。 

しか‘し、これほどの好条件で着手したにもかかわら

ず農民がなかなか集まつてこなかつたのである。 

そこで人の力ばかりでは到底できない、かくなる上

は人の力以上のもの、即ち神様のご援助にすがらなけ

托ばいけないというので、寛文10年に円満館（今の日~ 

川）に八幡宮に勧請して、五所川原新田開拓成就の祈

願をした。 

r写真 占は改良前の原子地区の農道、 
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び
紹
介
し

た
と
お
り
、
導
入
ま
 

地
区
と
大
同
小
異
で

す
。
 

り
ま
す
。
 

で
の
経
緯
や
そ
の
効
果
は
他
の
 

レ
ヤ
ー
二
台
づ
つ
導
入
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お
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い
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は
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こ
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た
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（青森県） 五 所 川 原 市 広 報 明
 
日
 
を
 
築
 
く
 

近

代
 
化

農

業
 

一
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五
所
川
原
市

の
東
南
端

に
位

す
る
高
野
、
原

子
地
区

は
、
昭

和
三
十
八
年
度

で
そ
れ
ぞ
れ

ス

ビ
ー
ド

・
ス
プ
 

r 
（毎月 5. 15. 25日発行） 
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作
業

の
協
同
化
が
進
む
に
つ

れ
て
機
械
が
要
求
さ
れ
、
で
き

れ
ば
ま
だ
ま
だ
導
入
し

た
い
希

望
で
あ
る
よ
う
で
す
。
 

大
型

の
農
業
機
械
が
充
分
な

活
動
を
す
る
た
め
に

は
、
な
ん

と
い

つ
て
も
そ
の
基
盤
を
な
す

農
道
の
改
良
が
絶
対
に
必
要

と

さ
れ
ま
す
。
 

農
薬
を
背
中
に
背
負
つ

て
運

ん
だ
り
，

リ
ヤ
カ
ー
で
収
穫
物

を
運
ん
だ
時
代
は
も
う

過
ぎ
て

す
べ
て
、

こ
れ
等
は
機
械
が
分

担
す
る

時
代
で
す
。
 

そ
こ
で
、
本
年
度
は
農
道
の

改
良
事
業
と
し
て
、
高
野
地
区

で
延
長
一
、
〇
〇
〇

メ
ー
ト

ル

事
業
費

二
二
六
万
円
、
原
子
地

区
で
延
長

一
、
四
七
四
メ
ー
ト

ル
、
事
業
費
三

一
三
万
八
千
円

で
、
す
で
に
工
事
に
着
手
し
、
 

原
子
地
区
で
は
九
分
通
り
完
了

し
て
お
り
ま
す
。
 

機
械
の

走
行

に
は
 

巾
員
四
米
道
が
必
要
 

農
道
で
巾
員

四
メ
ー
ト
ル
と

言
え
ば
，
も
つ
た
い
な
い

よ
う

に
も
思
う
が
、
な
か
な
か
そ
う

で
は
な
い
。
あ
の
大
き
な

ス
ビ
 

ー
ド
ス
プ
レ
ヤ
ー
や
、
農
家
の

自
家
用
車
を
心
配
な
く
走
ら

せ

る
た
め
に
は
、
最
少
限
こ
れ
だ
 
 

け
は
必
要
だ

と
原
子
地
区

の
M
 

氏
は
、
自
分
達
の
造
つ

た
農
道

で
，
い
ま
さ
か
ん

に
敷
砂
利
を
 

お
ろ
し

て
い
る
ダ
ン
プ
カ
ー
の

傍
に
立

ち
な
が
ら
『

こ
れ
か
ら

の
農
道
は
、

や
は
り
こ
れ

位
の

も

の
で
な
け
れ
ば

い
け
な
い

こ

ん
な
立
派
な
道
路
が
で

き
、
し

か
も
七
割
補
助

と
い
う
恩
典

に

浴
し
て
、
関
係
者
一
同
は
非
常

に
よ
ろ
こ
ん
で
お
り
ま
す
』
と

語
つ
て
い
た
。
 

時
代

の
要
求
と
も
言
え
る
が

農
業
構
造

改
善
事
業
も
、

こ
の

よ
う
な
納
得

の
上
で
進
め
ら

れ

る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
結
構

な

こ
と
で
す
。
 

お
年

玉
つ

き
 

年

賀
は
が
き
 

こ
と
し

の
お
年
玉
つ
き
年
賀

は
が
き
は
、
例
年
よ
り
若
干
早

め
ら
れ
て
、
十

一
月
十
二

日
か

ら
全
国
い

つ
せ
い
に
売
り
だ
さ

れ
ま
す
。
 

売
り
だ
し
枚
数
は
、

昨
年

よ

り
一
億
二
千
万
枚

増
え
て
十
億

六
千
牧
と
な

つ
て
お
り
ま
す
。
 

寄
附
金
つ
き
五
円
は
が
き

か

ら
得
ら
れ
る
寄
附
金
は
、
社
会

福
祉
事
業
団
体
、

風
水
害
、

震

災
等
非
常
災
害
に
よ
る

被
災
の

救
助
に
あ
た
る

地
方
公

共
団
体

ガ
ン
、
結
核
、

小
児

マ
ヒ
等
の

研
究
、
治
療
を
行
な
う
団
体
お

よ
び
原
子
爆
弾
の
被
爆
者
の
治

療
援
助
を

行
な
う
団
体
に
贈
ら
 



緑
に
か

こ
ま
れ

た
快
適
な
 

文
化

的
住

宅
団
地
 

一
戸
を
建
設
 

九 

一
 
一
 

一
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五
所
川
原
市
の

総
合
的
な
土

地
利
用
と
、
良
好
な
居
住
環
境

を
有
す
る
住
宅
の
集

団
的
建
設

を
図
り
、
年

4
増
加
す
る

住
宅

需
要
に
応
ず

る
た
め
、

青
森
県

住
宅
協
会

（
会
長
 
青
森
県
知

事
竹
内
俊
吉
）
を
事

業
主
体
と

し
て
松
島
地
区
に
住
宅
団
地
の

造
成
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
計
画
の
概
峯

は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。
 

r
 

立

地
条
件
 

①
位
 
置
…
五
所
川
原
市
大
字
 

吹
畑
、
石
岡
お
よ
び
漆
川
 

（駅
か
ら
徒
歩
で
十
五
分
）
 

の
教
 
育

…
昭
和
四
十
二
年
頃

に
、
団
地
内
に
十

二
学
級
編

成
の
小
学
校
を
建
設
す
る
予

定
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
間
、
 
 

松
島
小
学
校

（
徒
歩
で
十
五

分
）
、
 松
島
中
学
校
（
徒
歩

五
分
）
 に
入
学
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

③
生
 
活
…
造

成
事
業
終
了
後

団
地
中
心
部
に
購
売
施
設
、
 

公
衆
浴
場
な
ど

日
常
必
要
な

施
設
を
作
り
ま
す
。
 

ま
た
、
街
区
毎
に
、
補
助
店

舗
を
設
け

る
予
定
で
す
。
 

現
在
、
，団
地
周
辺
部
に
商

店

が
あ
り
ま
す
。
 

④
衛
 
生

…
総
合

病
院
へ
徒
歩

で
十
五
分

く
ら

い
。
 

設
 

備
 

①
道
 
路

…
団
地
内
幹
線
道

路

は
、
十
六
米
、
十
二
米
、
 十

米
、
九
米
を
新
設
し
、

い
づ

れ
も

7
ス
フ

7
ル
ト
舗
装
を

し
ま
す
。
そ
の
他
は
、
六
米

五
米
道
路
を

各
道
路
を
各
宅

地
毎
に
と
り
つ

け
ま
す
。
 

②
排
 
水
…

道
路
沿
い
に
側
溝

を
設
け
、

雨
水
排
水
を
し

ま

す
。
 ま
た
、
水
洗
便
所
使

用

の
た
め
の
下
水
道
施
設
を

設

け
ま
す
。
 

①
給
 
水
…
水

道
本
管
を
敷
地

前
面
道

路
に
埋
設
し

ま
す
。
 

④
電
 
気

…
団
地
内
に
幹
線
を

引
き
、

街
灯
を
新

設
し
ま
す
 

そ
の
他
の

施
設
 

①
公
 
園

…
団
地
中
心
都

に
中

央
公
園
を
、
そ
の
他
の
地
域

に
児
童
遊
園
地
を
設
け
、

ーフ

ラ
ン
コ
、
す
べ
り
台
、
鉄
棒

そ
の
他
の
遊
具
を
備
え
つ

け

ま
す
。
中
央
公
園
に
は
、
運

動
施
設
を
設
け
ま
す
。
 

②
幼
稚
園

…
団
地
内

に
ニ
カ
所

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
 

③
終
末
処
理
場
…
下
水
を
処
理

す

る
た
め
、

団
地
北
側

に
終
 
 

末
処
理
場
を
設
け
、

汚
水
を

完
全
処
理
す
る
こ
と
に
な
つ

て
お
り
ま
す
。
 

④
防
風
林

‘：
北
西
の
風
を
防
ぐ

た
め
、
団
地
北
酉
部

と
、
中

央
部
に
防
風
林
を
設
け
ま
す
 

工
事
期
間
（
犠

琴
 

昭
和
三
十
九
年
ト

月
か
ら
昭

和
四
十
年
八
月
ま
で
 

建
設
予
定
戸

数
 

市
営
住
宅
 

一
七
〇
戸
 

県
営
住
宅
 

五
〇
戸
 

分
譲
住
宅

（
土
地
づ
き
）
 

一
〇
〇
戸
 

産
業
労
働
者
住
宅
 

一
〇
〇
戸

宅
地
分
譲

（
宅
地
だ
け
分
譲
し
 
 

住
宅
は
、
自
力
建
設
）
 

五
一
一
一
戸
 

合
 
計
 

九
三

二
戸
 

宅
地
分
譲
募
集
 

の
宅
地
債
券
関

連
土
地
 

募
集
要
項

は
、

つ
ぎ
の
頁
に
 

記
載

の
と
お
り
 

②
一
般

土
地
分
譲
募
集
 

宅
地
債
券

関
連
土
地
の
予
約

終
子
し
だ
い
募
集
を

は
じ
め

ま
す
。
 

日
時
に
つ
い

て
は
、
あ
ら
た

め
て
市
政

ニ
 ュ

ー
ス
を
通
じ

て
発
表
し

ま
す
。
 

な
お
、
く
わ
し

い
こ
と
は
、
 

市
役
所
市
民

課

に
お
間
い

合

せ
く
だ
さ
い
。
 



昭和39年 10月 25日 ス
 

ー
 ユ

 

ー
 
ー
 

政
 

市
 

回
 

宅
地
債
券
制
度

の
 

あ
 
ら
 

ま
 
し
 

宅
地
債
券
制
度
と
は
、
最
近

の
宅
地
入
手
難
を
い
く
ら
か
で

も
緩
和
し
、

宅
地
の
欲
し

い
方

に
比
較
的
容
易

に
、
し
か
も
有

利
に
宅
地
が
手
に

人
る
よ
う
に

す
る
た
め
作
ら
戸
た
制
度
で
、
 

公
庫
と
し
て
は
、
ま
ず
土
地
の

造
成
資
金
の
融
資
先
で
あ
る
事

業
主
体
，

つ
ま
り
、
都
適
府
県

市
、
住
宅
協
会
、

公
社
等
の
事

業
主
体
が

造
成
し

て
い
る
宅
地

の
中
か
ら
、

適
当
な
土
地
を
選

定
し
て
、
こ
れ
を
宅
地
債
券
関

連
土
地
と
い

た
し
ま
す
。
 

土
地
が
き
ま
り
ま
し
た
ら
、
 

宅
地
を
造
成
し

て
い
る
間
に
、
 

こ
れ
を
譲
り
受
け
る

た
め
の
宅

地
債
券
積
立

者
を
募
集
決
定
し

そ
の
積
立
者
に
数
回
に
わ

け
て

債
券
を
割
当

て
、
宅
地
譲
渡
代

金
の
半
額
程
度
を
積
み
立

て
て

い
た
だ
き
ま
す
。
 

積
立

て
を
満
了
し

た
方
は
、
 

債
券
関
連
土
地
を

一
般
の
人
よ

り
優
先
し

て
譲
り
受
け
る
資
格

を
獲
得
し
、

こ
の
積
立
て
た
債

券
を
宅

地
譲
り
受
け

の
と
き
提

出
す
れ
ば
、

宅
地
譲
り
受
け
代

金
の
一
部
に
充
当
す

る
こ
と
が

で
き
る

こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
 

ハ
写
 
真
V
 

松
島
団
地
基
本
計

画
図
 

①
 
中
心
施
設

（
購
売
、
公
共
 

施
設
）
 

②
 
中
央

公
園
 

③
 
公
営
住
宅
 

④
⑩
 

補
助
店
舗
 

⑥

⑨

O
  
分
譲

住
宅
 

⑥
⑩
 

幼
稚
園
 

I
 

⑦
 
産
業
労
働
者
住
宅
 

⑧
 
汚
水
処
理
場
 

⑩
 
小
学
校
 

⑩
⑩
⑩
 

児
童
遊
園
地
 

ま
た
、
宅
地
績
券

に
よ
り
土

地
を
入
手
し

た
方
で
、

公
庫
の

個
人
住
宅
建
設
資
金
（
土

地
資

金
を
含
む
）
の
借
り
入

れ
を
希

望
す
る
方
は
、
審
査

の
う
え
貸

付
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
つ

て
お
り
ま
す
。
 

募
 
集
 
要
 
項

団
地
名
…
松

島
団
地
 

所

在
地
…

五
励
川
原
市

吹
畑

石
岡
、
漆
川
 

交
 

通
…
五
所
川
原
よ
り

徒

歩
で
約
＋
五
分
 

五
所
川
原
駅
ょ
り
バ
ス
で
約

五
分
 

一
 区
 
画
…
約
二
四
八
平
方
米
 

〔
約
七
五
坪
〕
 で
七
〇
万
円

前
後
の
見

込
み
 

募
集
数

…
七
五
人
 

積
立
数
お

よ
び
額
：
」
一
回
、約

二
八
万
円
 
（
三
十
九
年
十

一
一

月
、
四
十
年
三

月
に
、
そ
れ

ぞ
れ
約

一
四
万
円
）
 

中
込
資
格
…

日
本
国
籍
を
有
す

る
者

（
個
人
）
で
自
ら
居
住

す
る
住
宅

の
建
設
の
た

め
に
 
 

宅
地
を
必
要
と
す
る
者
 

譲
渡
の
時
期

…
四
十
年
九
月
頃

か
ら
四
十

一
年
二
月
頃
ま
で
 

事
業
主
体

・
；青
森
県
住
宅
協
会
 

受
 
付

…
背
森
銀
行
五

所
川

原
支
店

（
五
所
川
原
市
本

町

四
一
、
電
二
一
六

一
）
 

申
込
書
頒
布
お

よ
び
問
い
合

せ

場
所
…

青
森
銀
行
五
所
川
原

支
店
、
五
所
川
原
市
役
所
市

民
課
（

県
住
宅
協

会
支
部
）
 

五
所
川
原
市

旭
町
五
三
、
電
 

一
 
一
 
一
 
一
 
一
 

松

島
団

地

の
 

宅
地
債
券
積
立
者

の
募
集
 

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
青
森
県
住
宅
協

会
と

タ
イ
ア
ツ
プ
し
 

ト

ー
月
十

二
日
か
ら
十
一
月
十
七
日
ま
で
、

松
島
団
地

の
宅
 

地
債
券
積
立
者
を
、

つ
ぎ
の
要
項
に
よ
り
募
集
い
た
し

ま
す
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優
良

児
に

隆
博
ち
ゃ

ん
ら
 

ベ
ビ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
地

区
の
結
果
 

く
く
“

"

"
"
"
"

"
"
"
"

！
ー
 
‘

ー
！
 

《

（

"

‘
、
 

九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
に

か
け
て
、
五
所
川
原
保
健
所
で

は
同
所
管
内
の
昭
和
三
十
九
年

度
秋
季
青
森
県
ベ
ビ

ー
コ
ン
ク
 

ー
ル
を
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、
 

さ
る
十
月
十
三
日
、
参
加
児
五

百
十
九
人
の
な
か
か
ら
優
良
児

十
二
人
、
準
優
良
児
三
十
六
人

を
決
め
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
市
か
ら
は
九
十
五

人
が
参
加
し
ま
し
た
が
、
関
係

分
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
 

な
お
、
青
森
県

一
を
き
め
る

県
大
会
は
、
き
た
る
十
一
月
一
一

日
に
青
森
市
で
お
こ
な
わ
れ
る

こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
r
 

ハ

優
良
児

V
 

男
子
（
九
月
生
れ
）
下
平
井
町

小
田
桐
治
さ
ん
の
隆
博
ち
や
ん

女
子
（
九
月
生
れ
）
川
端
町
田

沢
清
さ
ん
の
有
美
子
ち
や
ん
 

（
十月
生
れ
）
中
平
井
町
逆
瀬

川
清
己
さ
ん
の
博
子
ち
や
ん
 

総
合
文
化

祭
 

1
1月
1
日
か
ら
 

五
所
川
原
中
央
公
民
館
、
五

所
川
原
市
文
化
振
興
会
議
主
催

の
第
四
回
五
所
川
原
市
総
合
文

化
祭
は
、
十
一
月
一
日
か
ら
市

民
文
化
会
館
、
中
央
公
民
館
を

会
場
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

◇
第

一
会
場
 

（
市民
文
化
会
館
ホ
ー
ル
）
 

宝
生
会
、
ピ

7
ノ
、
 コ
ー
ラ
ス

琴
、
バ
レ
ェ
発
表
会
、
津
軽
民

謡
…
三
日
 

◇
第

一
会
場
 

（
市民
文
化
会
館
ロ
ビ
ー
）
 

写
真
展
、
生
花
展
…

一
ー
三
日
 

◇
第

一
会
場
 

（
市
民文
化
会
館
別
館
和
室
）
 

俳
句
会

…

一
日
、
お
茶
の
会
・
・
・

三
日
、
短
歌
会
…
八
日
、
．川
柳

会
…
十
五
日
 

◇
第

一
一
会
場
 

（
中
央
公民
館
）
 

菊
花
展
、
盆
栽
展
、
魚
拓
展
、
 

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
写
真
展
 

八
準
優

良
児

V
 

男
子

（
九月
生
れ
）
広
田

一
戸

淳

一
さ
ん
の
保
伸
ち
や
ん

（
十

一
月
生
れ
）
布
屋
町
成
田
澄
夫

さ
ん
の
憲
昭
ち
や
ん
 （
十
二
月

生
れ
）
稲
実
山
田
教
広
さ
ん
の

正
興
ち
や
ん
，
川
山
秋
田
英
次

さ
ん
の
英
明
ち
や
ん
 （
一
月
生

れ
）
毘
沙
門
北
川
鹿
造
さ
ん
の

浩
司
ち
や
ん
 

女
子

（
十
一月
生
れ
）
下
平
井

町
西
村
幸
雄
さ
ん
の
明
子
ち
や

ん

（
十
二月
生
れ
）
中
泉
小
山

内
清
智
き
ん
の
和
子
ち
や
ん
 

（
一
月
生
れ
）
飯
詰
桑
原
孝
蔵

さ
ん
の
貴
美
栄
ち
や
ん
 （
二
月

生
れ
）
田
町
今
正
則
さ
ん
の
美

加
子
ち
や
ん
。
 

今
年
も
あ
と
ふ
た
月
…
な
に

か
と
気
い
そ
が
し
い
秋
で
す
。
 

『
税
金
』
と
い
う
と
『
と
ら

れ
る
』
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
 

そ
れ
こ
そ
思
い
ち
が
い
で
す
。
 

税
金
は
と
る
も
の
で
も
、
と

ら
れ
る
も
の
で
も
な
く
、
私
た

ち
住
民
が
日
常
、
生
活
し
て
行

く
た
め
に
必
要
な
共
同
社
会
の

利
益
の
た
め
の
共
益
費
用
な
の

で
す
。
市
で
は
、

一
時
、
納
税

者
か
ら
そ
の
費
用
を
お
預
か
り

し
、
市
民
の
福
祉
向
上
の
た
め

の
社
会
資
本
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
還
元
し
て
行
く
の
で
す

市
税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
よ
 

最
近
、
パ
ラ
ン
ス
 

の
ょ
い
栄
養
三
色
 

運
動
と
し
て
、
肉
 

類

一
、
穀
物
三
、
野
菜
二
の

割
合
で
食
事
を
と
る
の
が
よ

い
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
人
間
の
歯
は

臼
歯
が
十
六
枚
、
犬
歯
四
枚

小
臼
歯
四
枚
、
門
歯
八
枚
、
 

合
計
三
十
二
枚
、
臼
歯
小
臼

歯
あ
わ
せ
て
二
十
枚
、
こ
れ

は
全
体
の
八
分
の
五
に
あ
た

り
穀
物
を
か
む
た
め
の
も
の

犬
歯
は
全
体
の
八
分
の
ー
に

あ
た
り
肉
類
を
か
み
き
る
た

め
の
本
の
、
門
歯
は
、
全
体
 

い
成
績
を
あ
げ
て
お
り
、
納
税

率
は
、
つ
ね
に
県
下
八
市
の
上

位
に
あ
り
ま
す
。
 

市
で
は
、
今
年
も
十
月
十
五

日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で

を
『
市
税
完
納
強
調
期
間
』
と

し
て
、
市
役
所
内
に
市
税
完
納

推
進
本
部
を
設
け
て
、
み
な
さ

ん
が
税
金
を
納
め
や
す
い
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
と
共
に
 
『
市

税
完
納
強
調
期
間
』
と
し
て
、
 

つ
ぎ
の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す

①
 
納
期
限
の
過
ぎ
た
税
は
、
 

な
る
べ
く
早
目
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。
 

②
 
納
期
限
の
こ
な
い
税
は
、
 
 

の
入
分
の
二
に
あ
た
り
野
菜

用
の
庖
丁
の
よ
う
な
も
の
で

こ
れ
ら
の
割
合
は
食
物
を
と

る
よ
う
に
で
き
て
い
る
の
だ

そ
う
で
す
。
 

こ
の
割
合
が
三
色
運
動
と

ほ
ぼ
等
し
い
比
で
あ
る
こ
と

は
、
自
然
が
人
間
に
こ
の
よ

う
に
し
な
さ
い
と
教
え
て
い

る
か
の
よ
う
で
す
。
 

健
康
を
気
づ
か
う
と
き
、
 

も
う

一
度
食
事
を
見
な
お
し

て
、
そ
れ
か
ら
医
師
へ
の
相

談
、
薬
の
使
用
を
考
え
る
べ

き
で
し
よ
う
。
 

十
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
必

ず
完
納
し
て
く
だ
さ
い
。
 

③
 
や
む
を
得
な
い
理
由
か
ら

期
間
内
に
完
納
で
き
な
い
方

は
い
つ
で
も
係
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
市
税
の
納
期
は
つ
ぎ

の

と
お
り
で
す
。
 

十
月
三
十
一
日
納
期
限
廿
市

県
民
税
第
三
期
 

十

一
月
三
十
日
納
期
限

u
保

険
税
第
三
期
、
固
定
資
産
税
第

三
期
 

十
二
月
二
十
八
日
納
期
限
』
 

市
県
民
税
第
四
期
、
保
険
税
第

四
期
、
固
定
資
産
税
第
四
期
 

今
年
も
、
昨
年
度
に
お
と
ら

な
い
成
績
を
得
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
市
の
将
来
も
明
る
い
希

望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
 

西
北
中
央

病
院
薬
局
 

薬
剤
士
 
田
 
沢
 
せ
 
つ
 

廿
市
税

完
納
強

調
期
間
廿
 

今
年
も
市
税
に
協
力

を
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